
長方形の 
半分 

Ｂの式の６×４は何を表していますか？ 
なぜ÷２をするのですか？ 

なぜ÷２になるのか分からない人もいますね。長方形
の中には●がいくつ、▲がいくつありますか？求めた
い三角形は、●と▲を使って表現できませんか？ 

ポイント①  

解決の見通しをもつ 

解決の手がかりとし
て使えそうなものは
何ですか？ 

既に面積の求め方を知ってい
る図形 

全体から引く  分割する 
倍積変形する  
等積変形する 

以前に使ったことがある 
（成功した）方法 

ポイント①  式（長方形÷２）の意味を問う⇒練り合いの焦点化 

★めあてにつながる「長方形の面積の半分」 
 について全員が理解する 

Ｃの式でも÷２を見つけたよ。三角形を変形
すると、縦が半分の長方形になるから、 
式を詳しくすると６×（４÷２）になるね。 

「分かった！」「どういうこと？」（つぶやき） 

★なぜ長方形÷２でよいのかを全員が説明する ６×４は三角形の周りを囲む横６㎝、縦４㎝の
長方形です。白い部分の●と▲をくっつけると、
求める三角形と合同になるので÷２をします。 

本当に分かりましたか？自分の言葉で説明できます
か？（分かったふりをしている子供を見逃さない） 

実際に操作しながらペアで説明し合う 
ノートや黒板の図にかき込みながら話す 
他の三角形でも使えるかどうか考える 

こんな方法も 

ポイント③ 適用題で確実な定着を図る 

★適用題を長方形÷２の方法を使って解き、説明 
 し合う 

【振り返り】形の違う三角形でも、同じように考えた
ら長方形÷２で計算できました。三角形も、長方
形や正方形と同じように、面積を求める公式をつ
くることができるかもしれないと思いました。 

練り合いの焦点化・全員アウトプット・適用題で確実な定着を図る！ 

● 

● ▲ 

▲ 

め 三角形の面積のいろいろな求め方について説明しよう。 

直角三角形は 

正方形や長方形
のそれぞれ半分 

三角形は 

●＋▲なので、
長方形の半分 

６×２＝１２ 

● 

● ▲ 

▲ 

長方形の面積の 
半分 

長方形の面積の 
半分 

ポイント②  全員アウトプット 

★既習の図形や方法を生かす 

変形すると、たて
が半分の長方形
になる 

【説明】 

 ふ 

 

次時の公式づくりへとつなぐ 

米子市立弓ヶ浜小学校の
実践より 

Ａの式の４×４は何を表していますか？ 
なぜ÷２をするのですか？ 

４×４は縦４㎝、横４㎝の正方形の面積
です。①は直角三角形なので、正方形の
面積の半分、つまり÷２で求めることが
できます。●の印を見るとよく分かります。 

● 
● ▲ 

▲ 

②も直角三角形なので、面積は縦４㎝、
横２㎝の長方形の半分になります。だ
から４×２÷２で求めることができます。 

６×４は三角形の周りを囲む長方形の面積
です。求める三角形はその面積の半分なの
で、÷２をします。 

★三角形を①と②の直角三角形に分けて
考え、それぞれが既習の正方形や長方形
の半分になることを全員が理解する 

ここが大切！ 

分かった！求める三角形は●＋▲で、長方形
の中に●＋▲が２つあるから÷２です。 

「ああー！」「なるほど！」（一部の声） 

Ａ ①４×４÷２＝８ 

   
  ↑ 

(４÷２) 

Ｃ 

Ｂの式にも÷２がありますね。 
くわしく見ていきましょう。（本時のめあて
につながる部分を焦点化する） 

  ②４×２÷２＝４ 

 

   

  ①＋② ８＋４＝１２ 

 

   

  ２４÷２＝１２ 

   

Ｂ  ６×４＝２４ 

   


